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　　　　　　　　　序　　　言

　ソバ（FagoPLyvam　esculen　imm，　Mα£NOH）は日長及び

温度が結実に及す影響の大きな作物である事は既に数多

くの研究に依り明かである。即ち田畑，尾形’L）は日照の

延長に依って茎の伸長著しく且開花の遅延する事を報告

し，徐2）は播種期を異にした場合播種期が遅れるに従ひ

栄養期聞長く，6～7月播種に於て最大となり，以後短く

なって行き，低温に依って再び開花期の遅延する事を報

告して居る。又山崎3）は数多くの品種を取り扱ひその播

種期と草丈及び子実収量との関係を調査し，夏型，中間

型，秋型の3種に分けた。

　筆者等は先に第1報δ）で青刈ソバの飼料価値を家兎に

ついて検討し，凡そ禾本科牧草に近い価値ある事を知っ

たので，播種期を変へる事に依り青刈収量と成分の変化

を調査し最も合理的な栽培法を決定する寳料を得たいと

考へ次の様な試験を行った。

三叉は花蕾の状態にある時）に根際より刈取って調査し

た。成分分析は第1次分枝の花房の開花始めの時に行っ

た。

　2．結　＝果：

　4月i5日より　10　n’　15　R迄毎月2圃宛播種した時の青刈

収量は第1表の通りで，6月三5日区を除けば秋型ソバは

播種期の如何に拘らず常に夏型ソバより収量多く，又：夏，

三型ソバ共7月1購播種区が最高の露礁を示した。

　第i表　播種期を異にした時の青刈ソバ収：黛

播種期
夏　型　ソ　バ 秋　型　　ソ　バ

　　　　　　　　実験方法及び結果

　本学農場に実験圃を設け，　1953年及びユ954年目2ケ年

に亘って試験した。

　］一　　1953年羅二＝於ぎナる試験

　L　方法及び材料

　（1）供試晶種　夏型ソバ在来種及び秋型ソバ在来種の

2晶種

　（2）播種期　4月15日・）10月15日迄15詞6臼玉穏隔に

13回

　（3）試験面積及び区制，1区2圷3蓬制

　（4）播積量及び播種法，埣当り169，畦巾61cm，条播

　（5）施肥各区共反当堆肥20G貫，硫安6貫，心匠8

貫，硫加2貫を基肥として施用し，追肥は行はなかっ

た。

　（6）中耕，除草等は潰行法に依った。

　（7）調査事項　発芽，開花期，草丈，青刈収量，及び

成分分析等を行った。爾青刈収量は開花最盛期（総体的

に見て花序の下部の一部が結実乳熟期に蓬しラ上部は開
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備考（i）　6月15臼播種区の夏ソバは刈取調査時の事故

　　　　に依り測定出来なかった。

　　（2）　10月肩：！及び10月15臼播種区は霜筈の為桔死

　　　　した。

　　（3）上表青刈収量は各区の李均実数を反当に換弊

　　　　したものである。

　爾9月i5臼区は発芽，生育はしたが開花最盛期に至ら

ずして霜害にあひ，10月1日区及び15日区は発芽後間も

無く霜害に依り枯死した。第1次分枝の開花始めの時に

於ける草丈Kついては第2表の通りで夏型ソバは7月l

El区，秋型ソバは6月1日区が最も草丈長く，且つ両区
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共その時期を中心として両側の播種期に遠去かるに従ひ

短くなって行く傾向を示した。

第2表　開花始めの時に於ける草丈

播種期　　夏　型　　ソ　バ 秋　型　ソ　バ
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備考　　（　　）は測定崩llを示す

　一一方草丈と青刈収量との間に穿ては夏型ソバは6月15

臼区が不明なので鯉然としないが，秋型ソバに於ては草

丈の最長の時と青刈収量最高の時とは必ずしV？s　’“致しな

い事が認められた。

　次に発芽所要鷺数及び開花始め迄の概数について見る

に第3表の通りで，発芽所要日数は大体夏秋型ソ・く共

気病の．ヒ昇に従って少も気病の低下に従ひ多くなって

居るのは当然で8月lN区が最少，5月1馴Xが最多で

あった。5月3口区が4月i5　H区より夏，秋型ソバ共1口

ではあるが多く要したのは5月上旬の低遷に依るものと

思はれる。開花始め迄の欝数（但し発芽した日よりのlil

愛文）は夏習も利（型ソバ共4月15　N区と5、月1臼区との聞

に急激な滅少を見，以後夏ソバは大した変化はないが，

9月15目区に於て又増加する。秋型ソバは5月1臼区に

於て急激に減少してより次第に間数を増し7月15欝区に

於て最高となり，以後減少するが9月15欝区に於て夏型

ソバと同様又急激に増加する。之等の増減は日長及び混

度に依る影響である事は数多くの研究に依っても明であ

る。

纂3表　　発芽所要鐸数及び閉花始め迄の目数
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播　　種　　期 品種水分…固形分隊分繊難訓醐1魚網墨燕霧
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備考（1）

　　（2）

　　（3）

　　（4）

　　（5）

分析の時期は第互次分枝の開花始めに行った。

粗脂肪及び糧緻維は分析の都合に依り5月151：i区，7M　16　rl区及び9月15臼区の3区のみ行った。

分駈試料は各区共三連全区より任意に10本を抽出し茎葉全部を慣行法に従って分析した。

土表の数字は生草に換算したものである。

10月1［1区及び10月15日区は霜害に依り枯死し分析til来なかった。

次に播種芦別の成分変化は第4表の通りで当分は夏型

ソバは．6月1臼区より8月15日区迄が比較i的多く，粗蛋

白質に於ては夏，秋型ソバ共4月i5日より5月15N迄及

び8月15日区が比較的多く，収量の多かった6，7月播種

区は比較的少い傾向を示したが，収量の最も多かった7

月1日区に於て夏，二型ソバ共僅かではあるが多いのは

注回に価ずる。粗脂肪及び粗繊維は分析翻数が少いので

到然とした事は云へないがラ両成分共夏，秋型ソバを通

じ7月揺種区が含有量多い傾向を示した。

第5表　反当’高蛋白収量

播種期　　夏　型　ソ　バ　　秋　型　ソ　バ

月　ll1

4－15
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備考1反当粗蛋白収彙は反当青刈収童に粗蛋白質含

　　　　量を乗じたものである。

　次に反当粗蛋白収量については，成分分析の時期と収

量調査の時期にずれがあるので正確な事は云へないが仮

に計算して見ると第5表の様になり夏型，秋型ソバ共収

量の多かった7月1日区が最高を示した。

　∬．19騎年に於ける試験

　1954年に於ては前年同様播麺期を異にした青刈収量を

調査すると共に，特に青刈収量の構成を知る為に次の設

計に依って試験した。

　1．方法及び材料

　（D　供試晶種　秋型ソバ在来種1品種

　（2）試験台　収量調査区と収量購成調査区とに分

け各区共互区2坪，3蓮制。

　（3）　播種期及び播種方法　収：量調査区は5，6，7，8

9月に1回宛計5回播種し，播種量は坪当llg，他は前

年と同様とした。収：量構成調査区は5，7，9月の3回播

種し，特に播種密度を一定にする為に畦巾61cm，株間

9cm，2条千鳥植とした。

　2．結　　果

　播種期別の青刈収量は第6表の通りであるが，収獲の

時期は前年と異り第1分枝の開花始めの時とした。

　即ち収量の最も多かったのは6月播種区で前年の7月

播藤区と1ケ月のずれがあるが，之れは両年の天候に起

因ずる事と，収穫期を異にする為と思はれる。

　次に前年の試験結果に依り青刈ソバは播種期を異にす

る事に依り生育に相当大きな変化がある事を知ったが，

然らば青刈収量を構成して居る草丈，分枝数，茎葉重等

には如何なる関係があるかを知る為に前記方法に依って
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第6表　播種期を異にした青刈ソバ収量

　　　　　　　　　　　　　　　発芽より収穫迄
播種期　　　反　当　攻　量　　　　　　　　　　　　　　　の　　［1　　山
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　　　である。

第7表

試験した結果第7表の様な成績を得た。

　下表に依れば草丈は収量購成上大きな要索となって居

る様であるが判然とした相関は認められずr寧ろ分枝の

数の方が棚関大である。又壷草電を主招電主茎葉重，

第1次分枝茎粛，第1面分枝葉重の4つに分けて見ると

5月区及び6月区は7月区に比較し葉電の比が大きいが

之れは青刈ソバを実際に家蓄に給与する時固い茎を残ナ

事より見て電要である。又更に饗分の分布が茎に多くあ

るか葉に多いかによっても注日ずべき点で之れに関して

は更に研究する必要がある。

青　刈　収　最　構　成　表

5ノーII5H琵ζ 7月圭5日区

　　　指　　数

9月15「1区

10本：雫均　　指　　数　　104又単均 10本ノ｝蕊均　　指　　数
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　　　　　　草丈ak二重の相関　・／　＝0．69　　　　　　Snedecorの表に依り有意性は認められない。

　　　　　　第1次分枝の数と生草重の季ll関γ濡α97　　〃　　　　　　　　有意性は認めら｛しる。

備考　土記調査は5」彊51枢1宝6月22「』　7月15「i区は8月15｝：！に，9月15rH区は10　S　6「1に行った。

　　　　　　　　　総　　　括

　ソバは播種期を異にする事に依りその生態に大きな変

異を示す事は従来の研究に依り知られて居るが，之を青

刈飼料作物として取り扱う場合青刈収量及び一般組成の

変化を知り最も合理的な栽培法を決定する資料を得たい

と考へて行ったiL“ので

　（1）青刈収量は1953年に方冬ては夏秋型ソバ共7月

播種区，1954年に於ては6月播種区が最高を示した。

　（2）浅官ゾバは如何なる播挿期に於ても夏型ソバよ

り常に青刈収量多く1ごの点より青刈ソバとしては秋型

ソバが適して居る。

　（3）当地方に於ては4月及び9月中旬以降の播擁は

霜害の危険があり不適当であるがラ大体秋ソバを用ふれ

ば5月中旬より8月下句頃迄は順次播種し三瀬の青刈収

量を得る事が出来る。鄭ち青刈ソバを利用し得る声聞は

長い。

　（4）　開花始め迄の日数は臼長，溢度に依る影響を強

く受けるが特に秋ソバに於て著しい。之れはこれに関す

る諸研究と一一致する。

　（5）粗蛋白質含量の変化については収量の多い6～7

月区は比較的少く，5，8月区は比較約多かった，

　（6）収量構成要素としては草丈は青刈収量に対し到

然たる相関は認められず寧ろ分枝の数に相関が大きかっ

た。

　ソバは生育期闇短く，土地を選ぶ事少く栽培容易な作

物であるボラ青刈作物として利用する時，虫聞を通じ霜

害の危険ある時を除けば栽培期聞長く，青刈収量も多い

し又家畜の嗜好性も良好で青刈飼料作物として良好な条

件を備へて居る様であるが7翁中毒症状の発現も考へら

れるのでこの点については今後の研究にまたねばならな

し－o
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島諸寸。大直1奇・中村・中原 青刈ソバに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S疑臓mary

　The　authors　studied　on　harvests　of　green　buckwheat　and　va．riations　of　its　chemical　consti－

tutions　for　fodders　at　different　sowing　times．

　The　results　obtained　are　as　below：一

　　1．　The　harvest　of　green　crops　was　iiiost　abundant　in　June　or　July　through　year　on　both

summer　and　autumn　type　of　crops．

　2．　The　harvest　of　autumn　type　was　always　more　abundant　than　that　of　summer　type．

　3．　The　autumn　type　were　seemed　to　be　more　adaptable　as　green　crops．

4．　Green　crops　contained　more　crude　proteins　in　May　or　August　aRd　less　in　June　or　July．
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